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３
色
丼
（
ウ
ニ
、
カ
ニ
、
ツ
ブ
）

に
魅
か
れ
て
参
加

市
価
３
，
０
０
０
円
以
上
の
ご
馳
走
に
大
満
足
の
舌
鼓

け
と
ミ
ズ
と
身
欠
き
に
し
ん
の

山
菜
煮
物
、
キ
ャ
ベ
ツ
と
キ
ュ

ウ
リ
と
ミ
ズ
の
漬
物
が
並
ん

だ
。

会
食
に
移
り
、
全
員
の

紹
介
が
あ
り
、
「
う
に
丼
に

魅

か
れ
て
参
加
し
ま
し
た
。
」
の

声
が
相
次
い
だ
。
市
価
３
千
円

以
上
す
る
料
理
を
半
額
で
食
べ

ら
れ
た
幸
せ
と
満
足
感
い
っ
ぱ

い
の
顔
と
声
が
は
じ
け
た
。
次

回
は
海
と
山
と
里
の
秋
の
味
覚

を
堪
能
す
る
予
定
で
す
。介護が必要な時に施設に入れるか？

回答の６０％が不安を感じる

豪
華
な
食
事
を
堪
能
す
る
参

加
者
。
今
回
も
女
性
が
多
い

うたごえの会の発足と活動につい
て報告する一山代議員

ウ
ニ
と
カ
ニ
み
そ
を
添

え
た
カ
ニ
の
身
と
ツ
ブ

の
刺
身
の
３
色
丼

清

川

昭

司

金
環
日
食
、

皆

既

月

食

と

日

本

を

舞

台

に

稀

な

る

天

体

シ

ョ

ー

が

繰

り

広

げ

ら

れ

た

今

年

で

あ

っ

た

が

、

７

月

に

入

り

、

今

年
も
折
り
返
し
た
。

梅

雨

の

真

っ

た

だ

中

、

九

州

、

四

国

地

方

の

大

雨

に

よ

る

氾

濫

が

例

年

に

な

く

ひ

ど

い

と

い
う
。

が

、

県

南

の

わ

が

方

は

、

カ

ラ

梅

雨

か

と

錯

覚

さ

せ

る

よ

う

に

畑

は

褐

色

に

干

上

が

っ

て

い
る
。

早

朝

の

馬

渕

川

堤

防

で

は

数

多

く

の

キ

ジ

の

姿

が

目

に
つ
く
。
中
に
は
、

番

（

つ

が

い

）

で

若

草

の

陰

に

た

た

ず

ん

で

い

る

情

景

は
楽
し
く
心
和
む
。

天

候

に

ま

ど

わ

さ

れ

ぬ

鳥

た

ち

の

サ

イ
ク
ル
で
あ
る
。

日

も

す

れ

ば

秋

50
彼

岸

だ

。

暦

の

早

回
し
を
感
じ
る
。

こ

れ

も

ト

シ

の

せ
い
か
？

聞 い て よ

暦
の
早
回
し

はちのへ九条の会7周年記念講演会

「人間らしく生きられる社会を」
～ 貧困と格差問題を考える～

講師 湯 浅 誠 氏

（反貧困ネットワーク事務局長）

■ ８月 1 ９日（日）13 時 30 分～ 16 時

■ 福祉公民館大会議室（類家 4 丁目）

■ 資料代 500 円

・
「
県
女
性
部
の
集
い
成
功
に
貢
献
し
た

三
八
支
部
の
活
動
に
つ
い
て
」
（
広
瀬
）

・
「
『
社
会
保
障
と
税
の
一
体
化
改
革
』
の

欺
瞞
性
を
広
く
宣
伝
す
る
必
要
性
に
つ
い

て
」
（
阿
部
）

・
「
う
た
ご
え
サ
ー
ク
ル
の
誕
生
と
拡
大

に
つ
い
て
」
（
一
山
）

・
「
独
居
者
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
県
全
体
の
要
求
と
し
て
運
動
化
す
る

必
要
性
に
つ
い
て
」
（
新
岡
）

・
「
会
計
の
処
理
の
よ
り
一
層
の
明
確

化
に
つ
い
て
」
（
兼
田
）
）

女
性
部
の
活
動
の
素
晴
ら
し
さ
と
今
後
に

一
層
の
期
待
を
込
め
て
、
大
会
は
、
女
性

副
委
員
長
と
女
性
執
行
委
員
の
増
員
を
決

め
た
。
ま
た
、
全
国
中
央
委
員
に
高
橋
靖

昌
三
八
執
行
委
員
長
を
選
出
し
た
。

会
議
の
後
は
、
和
や
か
に
全
員
で
懇
親
会

に
参
加
し
て
交
流
を
深
め
た
。

県
本
部
大
会
は
７
月

日
、
県
教

19

育
会
館
で

人
が
参
加
し
て
開
か
れ

58

た
。
三
八
か
ら

人
が
参
加
し
、
６

11

人
が
積
極
的
に
討
論
に
立
っ
た
。

・
「
総
合
六
カ
年
計
画
を
３
年
毎
に

総
括
す
る
『
愛
３
・
３
計
画
』
の
必

要
を
提
案
し
た
」
（
佐
藤
）

女

性

部

ア
ン
ケ

ー

ト

結

果

そ
の
３

■ 介護に関する不安はありますか？

(３つ以内） （４８人中）

1, 必要な時に、施設にはいれるか不安 ２９人

2, 施設への入所料が高すぎる １５人

3, 十分で親切な介護がうけられるか不安 １５人

4, 一人暮らしで誰が面倒見てくれるか不安 ８人

5, 介護利用料が高すぎる ８人

6, 介護が必要になった時に相談できる人がいない ２人

7, 一人暮らしになって、施設に入れない不安 ２人

8, 介護する人に助けてもらえるか不安 １人

全
国
で
実
施
さ
れ
た
女

性
部
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
注

目
さ
れ
る
結
果
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
回
も
三
八
支

部
の
分
に
つ
い
て
載
せ
ま

す
。介

護
に
関
す
る
不
安
は

深
刻
で
す
。
「
介
護
が
必
要

な
と
き
に
、
入
れ
る
施
設

が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
」
「
介

護
料
を
払
え
る
だ
ろ
う

か
。
」
「
一
人
暮
ら
し
で
誰

に
相
談
す
れ
ば
良
い
の
だ

ろ
う
か
。
」

年
金
者
組
合
の
運
動
の

方
向
が
示
さ
れ
て
い
る
結

果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
援
助
共
済
の
普
及

が
待
た
れ
て
い
ま
す
。

男
の
手
料
理
・
旬
を
食
べ

る
会
が
７
月
６
日
長
者
公
民

館
で
開
か
れ
た
。

人
の
定

20

員
に

人
が
申
し
込
ん
だ
の

25

で
、
調
理
室
は
参
加
者
で
い

っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
ツ
ブ
を

刺
身
に
お
ろ
す
人
、
カ
ニ
を

ゆ
で
る
人
、
ご
飯
を
炊
く
人
、

カ
ニ
の
身
を
ほ
ぐ
す
人
と
熱

気
が
あ
る
準
備
と
な
っ
た
。

テ
ー
ブ
ル
に
は
３
色
丼
の

他
に
、
カ
ニ
汁
、
に
ら
の
卵

綴
じ
、
フ
キ
と
ネ
マ
ガ
リ
た

第

回
県
本
部
定
期
大
会
で
６
人
が
発
言
し
、
三
八
代
議
員
が
大
奮
闘

24広
瀬
さ
ん
が
女
性
執
行
委
員
に
、
高
橋
委
員
長
が
全
国
中
央
委
員
に
選
出


